
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のみね新聞は、引地川の河川改修に伴い伐採

される千本桜の桜について取り上げてまいります。 

福田８号橋から新道下大橋まで引地川沿いの約

1.3キロの両岸に 380本の八重桜やソメイヨシノな

どが植えられており、春になれば多くの花見客でに

ぎわう大和市桜の名所の一つが「千本桜」です。 

千本桜では、引地川の氾濫や水害を防止するため

の河川改修が県により進められており、景観保全に

配慮しながら、工事が進められています。 

現在、河川改修に伴い伐採された桜は、県により

堆肥化され再利用されています。 

 

 

大和市議会議員  あかみね太一  
【プロフィール】沖縄県那覇市出身。昭和 55年 11月 27日生まれ。    

妻とダウン症の１０歳の娘、７歳の長男（福田小）と５歳の次男の５

人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

 政党や組織の支援を、一切受けずに大和市議会議員選挙に挑戦し二

期目の当選を果たす。一貫して議会改革を担当し、現職で最も経験の

ある議員となる。防災や障害者福祉政策に精通。【討議資料】 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0024 神奈川県大和市福田６－１３－１フジコーポ福田３０１ 

 

  

■引地川の改修に伴い段階的に伐採。 

 

■桜を地元で利活用することを提案。 

 

 長年にわたり地域で愛されてきた桜が再利用され、何かの役に立つということは評価されるべきこと

でありますが、一抹の寂しさ前述の職人によると、桜は木材としても活用することができ、独特の香り

があるなどの特徴から燻製のチップにも利用されています。 

そこで私は、伐採した桜を再利用し、地域に戻すことや、計画的な植樹とその財源確保を市に求め

ました。市長及び都市施設部長の答弁の一部は以下の通りです。 

 〇市長「総括的に答弁する。（中略）市としては、今後も安全安心な河川環境づくりと市民に愛される

桜の名所の再生が推進するよう、地域、県と連携、協調し、取り組んでいきたいと考えている」 

 〇都市施設部長「今後も河川工事に合わせ、桜の木が伐採されることから、その他の利活用が可能か、

県と協議してまいりたいと考えている。遊歩道整備と植栽については、今後、県と川づくり検討会に参

加する地域住民とともに、桜の配置や歩道の形態などを十分検討した上で、遊歩道の整備と桜の植栽を

着実に進めてまいりたいと考えている。」、と、とても前向きな答弁をいただきました。 

 地元で育った桜を活用し、新たに整備される遊歩道に桜でできたベンチやガイドを設置することや、

小・中学校で教材として利用することができれば、桜を未来に繋げていくことができます。 

  



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●第１０４回みねスクエア 
９月２３日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第１０５回みねスクエア 
１０月２８日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  １０２和室 
●第１０６回みねスクエア 
１１月２５日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０８会議室 
公務や学校等により日程が変更になる場合があ
ります。恐れ入りますが参加される際は SNSな
どでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

■意見書を提案し全会一致で採択 

 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私が無料で出張防

災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 

メールアドレス akamine1980@gmail.com 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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国の多くの省庁や、神奈川県において障害

者雇用率を不適切に算定していたことが明ら

かになりました。 

これは、行政への新規採用の抑制や労働環

境の整備に悪影響を与えるだけではなく、障

害のある方の自立を制限しかねない重大な問

題です。 

そこで会派として意見書の原案を作成し議

会に意見書を提案しました。 

意見書は、一部修正後に議会運営委員会で

審査され、９月議会の本会議において全会一

致で採択されました。 

市議会議員の立場ではありますが、市議会

を通して、国や県に対しても、しっかりと是

正を求めてまいります。 

■障害者雇用数の水増し問題の原因究明及び再発

防止策の策定と法定雇用率の達成を求める意見書 

 

障害者基本法及び障害者雇用促進法では、障害

者の社会参加や雇用の促進等について国及び地方

公共団体における責務を明らかにするとともに、その義

務を定めている。 

しかし、率先して法を遵守すべき国の関係省庁や神

奈川県の行政機関において、障害者雇用数を不適切

な処理により水増ししていたことが明らかとなった。 

これは、障害者の雇用促進や自立及び社会参加の

機会を喪失し得る重大な問題であり、社会全体の取り

組みに水を差す事態と言わざるを得ない。 

よって本市議会は国及び神奈川県に対し、障害者

雇用数の水増し問題の原因究明及び再発防止策の

策定と法定雇用率を達成するための措置を速やかに

実施することを求め意見書を提出する。 

を求め、本意見書を提出する。 


